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フォークソングの場景遍路 

- 東京の川、坂、駅、そして橋 - 

Pilgrimage for the Scenery of Folk Songs: Rivers, Slopes, Stations, and Bridges in Tokyo 

 

伊藤 寛幸* 

ITO, Hiroyuki 

*北海商科大学 

 

歌中の舞台を訪問する観光行動をコンテンツツーリズムと称する。コンテンツツーリズムにお

ける観光行動の動機は作品への憧憬であり、歌の舞台は鑑賞者にとってはまさに聖地である。

「ご当地ソング」の舞台への訪問、すなわち聖地巡礼は観光振興の大きな推進力となる。本稿で

は、フォークソングに謳われている東京の場景としての、川、坂、駅、橋を巡った紀行を紹介

し、ご当地ソングの観光資源化を再考するうえでの契機としたい。 

 

キーワード：コンテンツツーリズム、、フォークソング、向都離村 

 

1  はじめに 

テレビドラマ、映画、小説、歌などの舞台を訪問する観光行動をコンテンツツーリズムと称す

る。そのコンテンツの内容は、視聴者、鑑賞者、読者にとって、自己の世界観を広げる選好対象

となる。特に、歌については、以前より「ご当地ソング」と称する分野が確立しており、歌は映像

メディア同様に、歌詞への自己投影によって、共感や感情移入を生む魅力あるコンテンツのひと

つである。コンテンツツーリズムにおける観光行動の動機は作品への憧憬であり、聖地巡礼なる

用語が術語として扱われている昨今、歌の舞台は鑑賞者にとっては、まさに聖地である。そして、

コンテンツツーリズムによる外部経済は、いまや経済効果として他産業にまで広く波及すること

が認識されており、「ご当地ソング」の舞台である地元への訪問、すなわち聖地巡礼は、観光振興

の大きな推進力となる。歌は世につれ世は歌につれという。ここで世を世代と読む場合、「団塊の

世代」という呼称が顕すように、大きな塊となっている世代が世間に与えてきた影響は大きい（注

1）。特に、「団塊の世代」が二十歳前後の 1960年代後半から 1970年代にかけて、彼らは、しばし

ば全共闘世代という括りに囚われることとなる（注 2）。その世相は彼らを取り巻く歌にも強く反

映された。既成の概念にとらわれない戦後世代が生み育んだ音楽のジャンルのひとつにフォーク

ソング（注 3）がある。彼らがフォークソングを生んだのか、フォークソングが彼らを育んできた

のか、歌は世の趨向につれて変化し世のありようも歌の好尚に影響されることから、「団塊の世代」

と「1970年代のフォークソング」の関係性は深い（注 4）。関連研究には、増淵（2007）、村木（2012）

などがある。増淵（2007）は、ポップカルチャを中心に音楽産業と地域文化政策の関係性につい

てご当地ソングを事例に論じている。村木（2012）は、アイドルファンの活動を分析し、特に旅

行行動をともなう活動をコンテンツツーリズムの枠組みのなかで考察している。ご当地ソング研

究やアイドルを軸としたコンテンツツーリズム研究は存在するが、東京を舞台にご当地ソングと 

してのフォークソングを対象としたコンテンツツーリズム研究を発見することはできなかった。
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こうした背景をうけて、本稿では、フォークソングに謳われている東京の場景としての、川、

坂、駅（注 5）、橋を巡った紀行を紹介する。“青春が甦る”など感傷に浸るものではない。街の変

遷をたどり、当時の“情景”を探し求め、ご当地ソングに描かれている“場景”を観光資源として

遺しコンテンツツーリズムを確立させる契機としたい。 

 

2  データと方法 

2.1  対象の限定と概要 

ご当地ソングを対象にコンテンツツーリズムを論ずるにあたり、音楽のジャンルを定義・限定

しなければならない。しかし、歌および唄のジャンルは多岐にわたる。本稿が扱うフォークソン

グについても 1980年代以降、ニューミュージック（注 6）と称されるなど、その呼称やジャンル

の範囲は不確定であるばかりか、関連するジャンルの存在などによって、必ずしも明確な定義が

なされているとはいえない。ジャンルには多様なアプローチがありその分類も試みられており、

分類と整理、それ自体が議論の対象となるなど、音楽のジャンルを定義・限定することは困難で

ある（注 7）。本稿では、背景および目的に照らして、世代人口が多く、いまなお社会的影響力を

有する「団塊の世代」が、二十歳前後に耳にしていた音楽ジャンルで、なおかつ、世代を超えて

歌い継がれる楽曲に着目してフォークソングと称される分野を対象とする。具体的な条件は以下

である。①政治・経済・社会など多くの局面において、一時代が終わり次代の始まりをみせた 1970

年代をひとつの時代画期としてとらえ、DECADE（十年紀）を節目とする 1970年から 1979年ま

でにリリースされた楽曲であること（注 8）。②ご当地ソングの舞台として、タイトルに東京の特

定の場所が明示されている楽曲であること（注 9）。③調査時点（2024年）で歌い継がれ聴き継が

れている楽曲であること（注 10）。以上の条件から本稿が特定した対象楽曲を表 1に示す（注 11）。 

『神田川』：作詞の喜多條忠氏が自らの学生時代の思い出を綴った当時は「軟弱な四畳半フォー

ク」と揶揄されていた楽曲である（富澤（2007）、BS朝日（n.d.））。現在では、ジャンルを超えて

日本のスタンダードナンバーとしての地位を確立している（文化放送（2023））。 

『無縁坂』：子供の手を引き、坂を登る年老いた母の"ささやかな人生"への想いを綴った楽曲で

ある（レコチョク（n.d.））。日本テレビ系ドラマ「ひまわりの詩」（1975年）の主題歌であった（ま

さし（n.d.））。 

『池上線』：作詞の佐藤順英氏の実話をモチーフに、心に刻まれた別離の情景を、相手の女性に

仮託して言葉を紡いだ楽曲である（朝日新聞「be」編集部編（2009））。 

『面影橋』：愛するひと（男）がいるひと（女）を愛してしまった悖乱した男性のリリカルな楽

曲である。なお、タイトルに「面影橋」を冠した曲として、ほかに『面影橋から』（作詞：田中信

曲名 作詞 作曲 編曲 歌唱 リリース

神田川 喜多條忠 南こうせつ 南こうせつとかぐや姫 1973年

無縁坂 さだまさし さだまさし グレープ 1975年

池上線 佐藤順英 西島三重子 馬飼野俊一 西島三重子 1976年

面影橋 天野滋 天野滋 N.S.P 1979年

注1）ジャパン・ミュージックワークス（n.d.）を参考に作成。

表1　遍路の対象としての楽曲
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彦・及川恒平、作曲：及川恒平）（注 12）がある。同世代で 2曲もの楽曲タイトルに名を戴くほど

橋梁名がもつ響きがいかに聴く人の心をとらえ趣があるかを「面影橋」が傍証した至りであろう。 

 

2.2  遍路の実践方法 

2024年 1月 28日から 1月 30日までの 3日間、フォークソングの場景を巡る遍路を実践した。

歌詞に映し出されている場所・光景を探索のうえで、歌詞の内容の場景を確認した。なお、本稿

で引用している「歌詞：～」は、場所や場景を特定するために解釈を加えて記載されている点に

留意されたい。 

 

3  結果 

川、坂、駅、橋を巡った結果を以下に記する。 

［神田川：巡礼日 2024年 1月 28日および 2024年 1月 29日］ 

神田川は、三鷹市の井の頭恩賜公園の井の頭池を水源とし台東区柳橋で隅田川に流れ込む全長

約 26㎞におよぶ一級河川である（帝国書院編集部（2013年））。「歌詞：ふたりで行った横丁の風

呂屋」は、帝国書院編集部（2013年）によれば、（旧）戸塚二丁目の『加増湯』、『原の湯』、戸塚

一丁目の『安兵衛湯』とされている。地図に記されている『安兵衛湯』（跡）を訪ねた。『安兵衛

湯』（新宿区西早稲田 3丁目 4番 8号）は、廃業後マンションとなっていた（写真 1）。「歌詞：三

畳一間の小さな下宿」は、帝国書院編集部（2013年）によれば、神田川に架かる戸田平橋と源水

橋の間の神田川右岸に位置するとされている。戸田平橋と源水橋の神田川沿い（写真 2）を訪ね

た。神田川沿いに「小さな下宿」を発見することはできなかった。なお、歌碑（写真 3）も存在す

る。歌碑は中野区の末広橋（写真 5）の袂の桃園川緑道（中野区中央 1丁目 13番 9号）に設置さ

れている。歌碑右横には「中野区認定観光資源」との案内板（写真 4）も設置されており、地域の

観光資源であることが確認できる。 

［無縁坂：巡礼日 2024年 1月 28日］ 

無縁坂は、文京区湯島 4 丁目に位置し、上野不忍池西側（坂下）より旧岩崎邸庭園の北側を通

り、文京区本郷７丁目の東京大学鉄門（坂上）（写真 6）に至る西に上る（写真 7）延長約 240mの

坂である（坂学会（n.d.））。坂の途中に講安寺がある（写真 8）。文京区が設置した坂名標識もあり

（写真 9）、ここが「無縁坂」であることがわかる。森鷗外の代表作『雁』の作中において、主人

公が散歩するシーンとして描写されているほか、文京区観光協会（n.d.）においても「湯島・本郷

エリア>観る>坂>文豪」として記されていることから、近代文学との親和性も高い坂として観光資

源化が確立していることがわかる。 

［池上線：巡礼日 2024年 1月 29日］ 

池上線は、1922年池上電気鉄道の開業に始り、現在は、五反田と蒲田の 15の駅を結ぶ東急電鉄

株式会社 9 路線のうちの一路線で、沿線には名所、旧跡（池上本門寺や洗足池など）がある（東

急（n.d.））。2018年 10月には、「池上線全線祭り」が開催され、“1976年のヒット曲「池上線」を

歌った”歌手西島三重子さんがイベント列車のガイド役をつとめるなど、そのコンテンツ（曲「池

上線」）はすでに地域資源となっている（東京急行電鉄（2018））。「歌詞：隙間風が吹き込む古い

電車」は、朝日新聞「be」編集部編（2009）によれば「東急デハ 3655」と推察される。調査時点

（2024年 1月）で運行されている電車は、1000系および 7000系（写真 10）である（東急（n.d.））。
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「歌詞：池上線が走る街/池上線に揺られて女性が帰る街（駅）」は、池上駅（写真 11）であるこ

とが、朝日新聞「be」編集部編（2009）にてわかる。さらに、「歌詞：角のフルーツショップ」が、

ファストフード店となっていることも、朝日新聞「be」編集部編（2009）にてわかる。「角のフル

ーツショップ（跡）」（ケンタッキーフライドチキン池上店（写真 12））は、「池上駅前通り商店会」

に立地する店舗である。「歌詞：商店街を通り抜け渡った踏切」において商店街とはこの「池上駅

前通り商店会」を指し商店街を西進しひとつめの交差点を左折してすぐの踏切が「千鳥町 5 号踏

切」（大田区（n.d.））（写真 13）と推察される。以上のように、池上線は、「都会のローカル線」（日

本経済新聞社（2017））としてその存在が多面的多角的に注目されており、地域および鉄道事業に

とっては極めて有用な観光資源であることがうかがえる。 

［面影橋：巡礼日 2024年 1月 29日］ 

面影橋は、新宿区西早稲田 3 丁目に位置する神田川にかかる新宿区が管理する橋梁である。構

造美や機能美など橋梁美の表象を感じることが少ない小橋（写真 14）であるが、「面影橋の由来」

を記した案内板（写真 15）があり、江戸の昔から伝説が残る由緒ある橋であることがみてとれた

（新宿観光振興協会（n.d. a））。さらに、橋梁およびその周辺は、観光コース（早稲田エリア）「桜

の名所と歴史を訪ねる春におすすめのお散歩コース」に登録されている。「神田川桜並木」の案内

板（写真 16）が設置されるなど、当地はすでに新宿区の観光スポットのひとつとして認知されて

いることもうかがえた（新宿観光振興協会（n.d. b））。 

フォークソングの場景遍路の結果、以下の含意をえた。歌詞に描かれている場景がいまなお残

されている場合と、時間の経過によって、当時の場景が残されていない場合を知ることができ

た。特別な資産価値がある場合を除き、都内における川、坂、駅、橋をコンテンツツーリズムの

一部として観光資源化することは容易ではない。しかしながら、それらの地域資源に加えて、各

地域に縁のあるフォークソングが歌い継がれることによって、その観光資産価値が高まる可能性

はある。街が、ご当地ソングを観光資源として活用する場合、地域の公園整備などとともに歌碑

や碑文銘を建立することは、遺産価値を高める有効な手段となろう。さらに、これらの施策は、

コンテンツツーリズムにおいて巡礼のファンに対しての観光資源に関する貴重かつ重要な情報発

信となる。 

 

4  おわりに 

本稿では、フォークソングに謳われている東京の場景としての、川、坂、駅、橋を巡った紀行

を紹介した。街の変遷をたどることによって、東京の街に流れているときの遷移を体現し、コン

テンツツーリズムにおけるご当地ソングの観光資源化を再考する契機とした。本稿によって以下

の結果をえた。1970年代から現在（2024年）に至るまで 50年以上のときが経過していることか

ら、東京という街の変貌とともに、歌に謳われている場景としての当時の面影を偲ぶことは困難

であった。場景が残されているとすれば、それは、もはや歌のなかに叙景として存在するのみで

あることを今回の紀行によってあらためて理解した。ただし、歌碑や碑文銘などの設置によって、

コンテンツの遺産価値を高める可能性が残されていることも確証できた。今後は、フォークソン

グに謳われている空間や場を巡る東京の街歩きの旅が、一時のブームで終わることなく、その場

景が後世に遺すべき地域資源としてとらえられ、ご当地ソングが今後も当該地域に根差す方策を

模索していきたい。最後に、当時の多くの若者が、東京の場景になぜ心惹かれたのかを述べて結
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語とする。当時、さまざまな場面で闘いの勝者となった地方の若者が目指し辿り着く場所が首都

東京であった。逆説的にいえば、向都離村の指向のもと都で生活することが勝者となりえた証で

もあった。そしてその都に向かう大きなきっかけとなったのが、地方で聴くフォークソングの歌

詞に描かれている川、坂、駅、橋のある東京の場景であったと考える。 

 

注 

注 1）「団塊の世代」とは、1947（昭和 22）年から 1949（昭和 24）年生まれの日本の年齢別人口

において最も層の厚い世代である（厚生労働省（2022年））。その命名は、堺屋太一に因るも

のである（福間（2015））。一方で、国勢調査分析が五歳階級別で整理されていることから、

その前後の一年を加えた世代（1946（昭和 21）年から 1950（昭和 25）年）を広義に「団塊の

世代」ととらえる場合もある（上野（2005））。 

注 2）「団塊の世代」は、「全共闘世代」と同義語で併用される場合がある。社会変革を夢見て活動

し、その後、高度成長期を走り抜け、戦後の一時代を切り拓いた世代である（小阪（2006））。 

注 3）1960 年代の後半より反体制的思想を持つフォーク・シンガーの一群が出現する。大阪や京

都に拠点をもつ関西フォークである。彼らの曲は、市民運動や学生運動のなかで歌われるこ

とも多かった（森田（2012））。フォークソングの歴史および定義については、棚田ほか（201

1）、山田（2010）が詳しい。 

注 4）小泉（2011）も指摘している。1970 年代には、演歌、歌謡曲（J-POP）、アニソンなどのあ

らゆるジャンルにおいて名曲が生まれ時代を彩ってきた。なかでも、全盛期を迎えたのがフ

ォークソングである。レコード売り上げにおいては、吉田拓郎の「旅の宿」、南こうせつとか

ぐや姫の「神田川」などが、フォークソングのシングル盤として大ヒットを記録する。さら

に、1974年「襟裳岬」（作詞：岡本おさみ・作曲：吉田拓郎・歌：森進一）が第 16回日本レ

コード大賞受賞、1975 年「シクラメンのかほり」（作詞作曲：小椋佳・歌：布施明）が第 17

回日本レコード大賞受賞と続く。まさに 1970年代はフォークソングの時代であった（東洋経

済新報社 online（2020））。 

注 5）「駅」と表記するが、駅単体ではなく路線、沿線を含む鉄道を広義にとらえる。 

注 6）荒井由実（松任谷由実）のような新しいタイプの日本のポップスを形容する言葉として、ニ

ューミュージックという言葉が使われはじめたなど、その発祥には諸説ある（東洋経済新報

社 online（2020））。 

注 7）音楽のジャンルは、共通の音楽様式をもった曲をあらわす言葉として第三者から命名され

たものではなく、音楽のジャンルを位置付けてその特徴を説明することが難しいことを水戸

（2007）が指摘している。さらに、遠藤（2014）においても、音楽のジャンルとは必ずしも絶

対的な形式として静的に理解されるものではないことを説いている。 

注 8）10年という期間を一言で言い表すことは不可能である。しかし、1960年代は政治の季節と

して語られることがある。一方、1980年代は、経済のグローバリゼイションとプラザ合意に

端を発するいわゆるバブル経済の形成時期であった。これら両時代に挟まれた 1970 年代は、

高度経済成長の終焉とオイルショックの時代であった（常盤政治（2005）、日高（2022））。そ

して、その 1970年代は、「フォークソングの季節」とも称される（朝日新聞出版（2023））。 

注 9）団塊の世代が社会に与えたインパクトとして、大学への進学率の上昇にみられる高学歴化
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および進学ならびに就職時の三大都市圏へ人口の集中があげられる（内閣府（2008））。すな

わち、高度経済成長期に、進学および就職を迎えた団塊の世代の進学率および就職率の高ま

りは、同時に、都市への転入率を上昇された（梅溪（2015））。特に、東京圏への一極集中が著

しい（伊藤（2006））。なお、東京志向は、この時期にはじまったわけではない。明治期の日本

においても、近代化のシンボルとしての聖なる都、帝都東京は、地方の居住者にとって憧れ

の都市であった。以降、「東京の学校」、「東京の大学」は、若者たちが人生の夢を叶えること

のできる修業の場となる（斎藤（1999））。以上をふまえ、本稿では、明治期より現在に至る

まで、向都的上昇志向の形成対象としての都「東京」に注目する。 

注 10）奥山（2021）、自由現代社編集部（2023）がある。最近年発行および刊行のこれらの媒体に

は、本稿で場景遍路の対象とした『面影橋』（N.S.P）、『神田川』（かぐや姫）、『無縁坂』（グレ

ープ）、『池上線』（西島三重子）のいずれも所収されている。 

注 11）アルバムに収録された曲をシングル曲としてリリースする「シングル・カット」のほか、

アルバム発売前にシングル曲をリリースする「先行シングル」がある。また、他の歌手の楽

曲を歌唱、演奏して発表するカバー曲がある。さらに、作詞作曲者が、他の歌手への楽曲提

供後、自ら歌唱、演奏するセルフカバー曲もある。音楽メディアの場合、インターネット配

信が主流となっている現在では、発売を含む発表として「リリース」と称する場合が多い。

本稿が扱う楽曲内容も多岐にわたることから、情報の統一を図るため、ジャパン・ミュージ

ックワークス（n.d.）を参考に、シングル曲としてリリースされた曲データ（曲名、作詞、作

曲、編曲、歌唱、リリース）を対象とする。 

注 12）作詞および作曲の及川恒平氏は、当初、面影橋の所在地を知らぬまま曲を創作している。

そのほか日影橋は劇作家の想像によるものであることなどを自身のWebサイト（及川（2012））

にて言明している。すなわち、特定の場所を舞台とせずに多くがフィクショナルな表象とい

える。面影橋に対するイメージが逆に膨らむ結果となっており、男唄でも女唄でない及川ワ

ールド全開といえよう。 
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